
【
論

文
】

　
　
二
〇
世
紀
初
頭
の
美
術
交
流
に
お
け
る
新
納
忠
之
介
の
活
動

　
　
　

―
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
関
係
者
と
の
交
流
を
中
心
に

―

清
　

水
　

恵

美

子
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
文
化
財
保
護
の
礎
を
築
い
た
岡
倉
覚
三
（
一
八
六
三
〜

一
九
一
三
）
は
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
日
本
美
術
院
の
研
究
部
（
後

の
日
本
美
術
院
第
二
部
、
現
公
益
財
団
法
人
美
術
院
）
に
お
い
て
、
古
社
寺
保

存
法
に
基
づ
く
仏
像
修
理
を
開
始
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
新
納
忠
之

介
（
一
八
六
八
〜
一
九
五
四
）
で
あ
る
。
損
傷
し
た
仏
像
を
数
多
く
修
理
し
、

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
に
美
術
院
長
を
引
退
す
る
ま
で
仏
像
修
理
の
最
前

線
で
活
躍
し
た
新
納
は
、
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念
の
継
承
者
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
一
方
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
関
係
を
持
ち
、
戦
後
連
合
軍
総
司
令
部

民
間
情
報
局
の
文
化
財
調
査
視
察
に
同
行
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
新
納
の
研
究
は
彼
を
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念
の
継
承
者
と
し

て
、
主
に
文
化
財
修
復
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
新
納
の

国
内
で
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
で
、
国
外
と
の
交
流
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た

業
績
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
）
度
に
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
新
資
料
（
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
。

以
下
「
新
納
資
料
」）
約
二
、三
〇
〇
点
の
中
か
ら
、
外
国
語
の
書
簡
や
海
外
で
の

活
動
が
記
さ
れ
た
手
帳
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
や
戦
後
の
文
化
財
調
査
視
察
の
写
真

な
ど
、
彼
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
数
多
く
見

つ
か
っ
た
。
執
筆
者
は
同
美
術
館
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。

本
稿
は
、
調
査
の
現
時
点
で
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
主
に
岡
倉
の
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
勤
務
時
代
に
お
け
る
新
納
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
同
美
術
館
関
係
者

と
の
交
流
を
中
心
に
、
そ
の
意
義
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
米
美
術
交
流
と

い
う
視
座
か
ら
、
新
納
の
国
際
的
な
文
化
財
保
護
活
動
を
考
察
す
る
研
究
の
端
緒

と
し
た
い
。

１　

新
納
忠
之
介
の
業
績
と
国
外
で
の
活
動

新
納
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
東
京
美
術
学
校
に
第
二
期
生
と
し
て

入
学
し
た
。
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
に
同
校
彫
刻
科
本
科
を
卒
業
し
、
東

京
美
術
学
校
雇
と
な
り
、
翌
年
助
教
授
と
な
る
。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）
東

京
美
術
学
校
が
中
尊
寺
金
色
堂
の
修
理
を
請
け
負
っ
た
際
は
、
工
事
主
任
と
し

て
仏
像
修
理
を
担
当
し
た
。
同
年
、
古
社
寺
保
存
法
が
公
布
、
施
行
さ
れ
る
。

一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
東
京
美
術
学
校
騒
動
が
起
き
る
と
新
納
は
連
袂
辞

職
す
る
が
、
日
本
美
術
院
が
設
立
さ
れ
る
と
そ
の
正
員
と
な
り
、
古
社
寺
保
存
法

に
基
づ
い
て
寺
社
の
仏
像
神
像
修
理
を
開
始
し
た
。
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）

奈
良
東
大
寺
法
華
堂
諸
仏
修
理
に
着
手
す
る
と
奈
良
に
移
住
し
、一
九
〇
六
年
（
明

治
三
十
九
）
日
本
美
術
院
規
則
が
改
正
さ
れ
る
と
第
二
部
（
文
化
財
修
復
部
門
）

の
責
任
者
と
な
る
。
そ
の
事
務
所
は
東
大
寺
勧
学
院
に
置
か
れ
た
。
岡
倉
が
没

し
た
後
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
第
二
部
は
日
本
美
術
院
よ
り
独
立
し
て
美
術

院
と
改
称
、
新
納
は
院
長
と
し
て
修
理
事
業
を
継
続
し
た
。
一
九
四
六
年
（
昭
和

二
十
一
）
に
院
長
を
引
退
す
る
ま
で
、
文
化
財
修
復
の
事
業
に
従
事
し
た
。

こ
の
よ
う
な
新
納
の
業
績
を
概
観
す
る
と
、
彼
は
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
理
念

の
継
承
者
で
あ
り
、
仏
像
神
像
修
理
の
第
一
人
者
と
し
て
日
本
の
文
化
財
保
護
行

政
を
牽
引
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
行
研
究

は
、
仏
像
や
文
化
財
の
修
復
保
存
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
新
納
の
国
内
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で
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
る
も
の
が
多
い
（
１
）

。

一
方
、
新
納
の
活
動
を
国
外
に
拡
大
し
て
俯
瞰
す
る
と
、
一
九
〇
六
年
（
明
治

三
十
九
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
訓
練
候
補
生
と
し

て
来
日
し
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
（Langdon W

arner　

一
八
八
一
〜

一
九
五
五
）
に
仏
像
彫
刻
を
指
導
し
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
に
派
遣
さ
れ
て
、
仏
像
修
理
、
新
館
展
示
、
美
術
館
教
育
に
従
事
し
た
（
２
）

。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
）
に
は
日
英
博
覧
会
の
美
術
館
で
摸
型
組
立
工

事
監
督
を
嘱
託
さ
れ
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
を
歴
遊
し
て
帰
国
し
た
。
一
九
一
一

年
（
明
治
四
十
四
）
に
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
鑑
査
顧
問
と

な
る
な
ど
、
岡
倉
を
仲
介
に
ボ
ス
ト
ン
関
係
者
と
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
め
て
い
き
、
大
正
期
ま
で
同
美
術
館
の
仏
像
購
入
に
従
事
し
た
（
３
）
。
さ
ら
に

一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
大
英
博
物
館
の
依
頼
で
百
済
観
音
立
像
模
造
を
完
成
さ

せ
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
館
長
ら
を
法
隆
寺
、
東
大
寺
、

春
日
大
社
等
に
案
内
し
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
）
連
合
軍
総
司
令
部
民
間

情
報
局
最
高
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
文
化
財
調
査
視
察
に
同
行
す

る
な
ど
、
戦
前
戦
後
の
美
術
交
流
に
お
け
る
新
納
の
存
在
は
看
過
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
彼
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
納
の
業

績
は
美
術
交
流
と
い
う
国
際
的
な
視
座
か
ら
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
新
納
資
料
」
は
、
こ
の
課
題

に
寄
与
し
、
新
納
研
究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
可
能
性
を
持
つ
。「
新
納
資
料
」

は
、
新
納
が
携
わ
っ
た
業
績
に
関
す
る
書
簡
、
葉
書
、
写
真
、
調
査
文
書
、
図
面
、

雑
多
な
事
務
文
書
な
ど
様
々
な
形
態
の
資
料
で
構
成
さ
れ
、
新
納
の
業
績
の
多
様

性
、
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
稿
に
て
取
り
上
げ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
関

す
る
資
料
は
、
主
に
書
簡
と
写
真
類
か
ら
な
る
。「
新
納
資
料
」
に
は
新
納
宛
外

国
語
書
簡
が
一
二
一
点
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
関
連
書

簡
は
四
十
三
点
、
そ
れ
以
外
の
ボ
ス
ト
ン
関
係
者
書
簡
は
三
十
九
点
あ
り
、
ボ
ス

ト
ン
関
係
者
の
書
簡
が
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
る
（
４
）
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
書
簡
の

一
部
を
紹
介
し
、
岡
倉
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務
時
代
に
お
け
る
新
納
の
活
動
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

2　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
萌
芽

（
1
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
拡
充
に
お
け
る
役
割

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
着
任
当
初
、
岡
倉
の
目
的

は
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
で
あ
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
発
展
へ
と
転
換
す
る
。
翌
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
二
月
二
十
三
日
、
評

議
委
員
会
に
お
い
て
岡
倉
は
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

 

岡
倉
氏
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
人
生
を
日
本
の
美
術
品
を
日
本
に
留
め
置
く
こ

と
に
捧
げ
て
き
た
が
、
今
や
彼
は
東
洋
と
西
洋
が
お
互
い
よ
り
良
く
理
解
し

合
う
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。（
中
略
）

ア
メ
リ
カ
こ
そ
、
東
洋
と
西
洋
の
中
間
に
位
置
す
る
家
で
あ
り
、
当
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
ご
と
き
内
容
の
も
の
が
作
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
美
術
に
と
っ

て
も
最
も
望
ま
し
い
（
５
）
。

　
ア
メ
リ
カ
を
「
東
洋
と
西
洋
の
中
間
の
家
」
に
た
と
え
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
形
成
は
「
東
洋
と
西
洋
が
お
互
い
よ
り
良
く
理
解
し
合
う
」
た
め
に
有
意
義

で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
が
岡
倉
の
経
営
理
念
の
核
と
な
り
、
美
術
館
は
購
入
資
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金
の
拠
出
を
決
定
す
る
。 

岡
倉
が
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
展
を
目
指
そ
う
と
し
た
目
的
は
、

一
九
〇
五
年
一
月
の
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
の
日
本
・
中
国
絵
画
」
と
い
う
論
文
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

 　

最
後
に
、
ア
ジ
ア
芸
術
の
真
の
意
味
に
近
づ
く
素
晴
ら
し
い
機
会
を
、
参

観
者
に
提
供
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
芸
術
の
精
神
は
普

遍
で
あ
る
が
、
異
な
る
民
族
の
理
想
や
生
活
哲
学
に
多
く
の
表
現
が
あ
る

よ
う
に
、
そ
の
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
日
本
や
中
国
の
芸
術
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
内
側
か
ら
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
人
は
、
珍
し
い
も
の
や
不
思
議
な
も
の
と
し

て
作
品
を
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。
私
は
、
当
美
術
館
が
、
目
録
出
版
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演
を
通
じ
て
、
東
洋
芸
術
の
よ
り
深
い
概
念
を
形
成

し
、
将
来
、
芸
術
を
愛
す
る
一
般
の
人
々
や
美
術
学
生
に
と
っ
て
最
高
の
施

設
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
（
６
）
。

芸
術
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
岡
倉
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が
分
担
協
業
す
る
職
員
構
成
を
企
図
し
、「
ア

ジ
ア
芸
術
」
を
対
象
と
す
る
部
門
の
構
築
を
目
指
し
た
。
美
術
品
と
参
観
者
と
の

橋
渡
し
と
な
る
べ
き
ア
メ
リ
カ
人
ス
タ
ッ
フ
は
、
岡
倉
と
の
共
同
作
業
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
整
理
な
ど
を
通
し
て
、
東
洋
美
術
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
て
い
っ

た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
修
復
保
存
や
現
地
で
の
美
術
品
収
集
の
た
め
に
、
専
門
技

術
を
有
し
た
日
本
人
が
次
々
と
事
業
に
参
画
し
た
（
７
）
。

新
納
忠
之
介
は
、
仏
教
美
術
の
購
入
に
お
い
て
岡
倉
に
的
確
な
情
報
を
与
え
、

そ
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
岡
倉
書
簡
か
ら
そ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
五
年
六
月

十
一
日
、
岡
倉
は
米
国
か
ら
帰
国
後
、
茨
城
県
五
浦
か
ら
新
納
に
次
の
書
簡
を

送
っ
て
い
る
。

　

 

藤
原
時
代
不
動
250
の
由
御
求
メ
置
被
下
度　

小
生
ハ
当
地
ニ
今
弐
週
間
滞
在

の
上
帰
京　

金
員
ハ
帰
京
の
上
御
送
リ
可
申　

右
ニ
テ
差
支
無
之
候
や

　

 

京
都
の
仏
画
ヲ
求
メ
タ
ル
骨
董
や
ニ
モ
古
仏
像
有
之
候
由
候　

御
序
の
節
御

一
覧
相
願
候
（
８
）

藤
原
時
代
の
不
動
明
王
を
二
五
〇
円
で
購
入
し
て
ほ
し
い
、
京
都
の
仏
画
を
扱

う
骨
董
店
に
行
き
古
仏
像
の
有
無
を
確
認
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
指
示
が
記
さ
れ

て
い
る
。数
日
後
の
六
月
十
七
日
、岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
副
館
長
マ
シ
ュ
ー
・

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
（M

atthew
 Stew

art Prichard　

一
八
六
五

〜
一
九
三
六
）
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
美
術
品
購
入
の
進
捗
状
況
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
保
し
た
物
は
、

　
　
　

八
世
紀
の
小
金
銅
仏　

一
軀　

　
　
　

十
一
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
の
仏
像　

五
軀　

　
　
　
　
　

こ
の
中
の
二
軀
は
台
座
付
で
高
さ
六
フ
ィ
ー
ト
、
一
軀
は
殆
ど
等

　
　
　
　
　

身
大
、
最
小
の
物
は
約
三
フ
ィ
ー
ト
。　

　
　
　

極
め
て
優
れ
た
能
面　

三
点　

　
　
　

仏
教
絵
画　

四
点　
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ど
れ
も
極
め
て
重
要
な
物
で
す
。

　
 

こ
れ
ら
は
当
地
に
お
い
て
汚
れ
を
除
去
し
、
修
理
し
て
お
く
の
が
最
善
だ

と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
美
術
館
に
届
い
て
か
ら
の
面
倒

が
な
い
か
ら
で
す
（
９
）
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
は
仏
像
を
修
復
す
る
専
門
家
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
購

入
し
た
美
術
品
は
新
納
が
必
要
な
処
置
を
施
し
展
示
に
十
全
な
状
態
に
し
て
か
ら

米
国
に
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
そ
の
半
月
後
の
六
月
三
十
日
、
岡

倉
は
新
納
に
書
簡
を
送
り
、
さ
ら
な
る
指
示
を
与
え
た
。

　

 

観
音
地
蔵
八
百
円
ニ
て
宜
敷　

此
分
金
ハ
小
生
帰
京
の
上
（
凡
ソ
十
日
内
）

ニ
御
送
り
可
申
候　

二
天
の
弐
百
七
拾
五
円
ハ
宅
へ
申
遣
し
候
間
不
日
御
送

り
申
候
事
ト
存
候　

　

毘
沙
門
天
ハ
余
り
不
望
敷
候　

　

絶
品
ナ
レ
ハ
イ
ザ
知
ラ
ス
御
考
如
何
ニ
や）

10
（

「
観
音
」
と
「
地
蔵
」
を
八
百
円
で
購
入
と
い
う
岡
倉
の
判
断
と
代
金
支
払
い

の
方
法
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
毘
沙
門
天
像
の
価
値
に
つ
い
て
新
納
に
意
見
を
求

め
て
お
り
、
二
人
の
間
で
検
討
を
重
ね
て
購
入
に
至
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
九

月
頃
、
岡
倉
は
購
入
し
た
仏
像
を
納
め
た
十
四
箱
を
ボ
ス
ト
ン
へ
発
送
し
た
。
そ

の
内
容
は
発
送
前
の
九
月
十
九
日
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
に
送
っ
た
書
簡
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

大
威
徳
明
王
像
、
台
座
付
。
藤
原
時
代
の
秀
作
で
す
が
、
一
部
に
破
損
あ
り
。

　

 （
私
は
破
損
部
分
の
修
理
や
補
足
を
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
極
め
て

稀
少
。）
五
フ
ィ
ー
ト
十
五
イ
ン
チ
。

　

 

阿
弥
陀
像
、
台
座
お
よ
び
光
背
付
。
藤
原
期
の
優
品
。
五
フ
ィ
ー
ト
。

　

阿
弥
陀
（
立
像
）、
三
フ
ィ
ー
ト
九
イ
ン
チ
。
足
利
期
（
光
背
付
）。

　

阿
弥
陀
（
立
像
）、
二
フ
ィ
ー
ト
十
五
イ
ン
チ
。
鎌
倉
期
（
光
背
付
）。

　

観
音
立
像
、
二
フ
ィ
ー
ト
七
イ
ン
チ
、
足
利
期
（
光
背
付
）。

　

地
蔵
像
、
台
座
付
、
五
フ
ィ
ー
ト
。
一
五
一
一
の
年
記
あ
り
。

　

地
蔵
像
、
台
座
お
よ
び
光
背
付
、
三
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ
。
鎌
倉
初
期
。

　

不
動
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
七
イ
ン
チ
。
藤
原
期
。

　

毘
沙
門
天
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ン
チ
。
藤
原
初
期
。

　

持
国
天
像
、
三
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
。
藤
原
初
期
。

　

観
音
お
よ
び
勢
至
像
一
対
、
二
フ
ィ
ー
ト
三
イ
ン
チ
。
足
利
期
。

　

阿
弥
陀
立
像
、
二
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ
。
光
背
お
よ
び
台
座
付）

11
（

。

こ
こ
か
ら
、
前
掲
書
中
に
あ
る
「
二
天
」
は
毘
沙
門
天
像
、
持
国
天
像
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
威
徳
明
王
像
は
一
部
に
破
損
が
あ
る
が
、
岡
倉
は
こ

の
修
理
や
補
足
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
仏
像
の
現
状
を
あ

る
が
ま
ま
に
維
持
し
保
存
し
よ
う
と
す
る
岡
倉
の
文
化
財
保
護
の
考
え
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

同
日
、
岡
倉
は
新
納
に
も
書
簡
を
送
り
「
小
切
手
金
七
拾
円
也
御
査
収
被
下

度　

万
事
配
慮
の
段
難
有
存
候
」
と
伝
え
た）

12
（

。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
、（
一
）
新

納
が
市
場
や
古
美
術
商
を
調
査
し
た
結
果
を
岡
倉
に
報
告
、（
二
）
岡
倉
の
判
断

に
基
づ
い
て
新
納
が
美
術
品
を
購
入
、（
三
）
岡
倉
は
新
納
に
購
入
代
金
を
渡
し
、

ボ
ス
ト
ン
に
送
る
、
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
の
動
き
が
把
握
で
き
る
。
こ
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の
時
送
ら
れ
た
美
術
品
は
「
中
国
日
本
部
の
新
収
品
」（『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀

要
』
一
九
〇
六
年
二
月
）
お
よ
び
「
新
設
さ
れ
た
日
本
品
陳
列
室
の
彫
刻
」（
同
、

一
九
〇
六
年
四
月
）
に
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
ア
ジ
ア
芸
術
の
真
の
意
味
に

近
づ
く
素
晴
ら
し
い
機
会
を
、
参
観
者
に
提
供
す
る
」
た
め
展
示
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

（
2
）
人
材
育
成
へ
の
寄
与

一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
夏
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
キ
ュ
レ

イ
タ
ー
訓
練
候
補
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
十
一

月
頃
か
ら
新
納
宅
に
滞
在
し
指
導
を
受
け
た
。
後
に
新
納
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
と
の
出

会
い
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。「
日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
だ
つ
た
。
岡
倉
先

生
か
ら
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
披
い
て
み
る
と
、
一
米
国
青
年
を
紹
介
す
る
か

ら
よ
ろ
し
く
と
た
の
む
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ち
ゃ
う
ど
法
隆
寺
や
興
福
寺

の
仏
像
を
修
理
中
だ
つ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
修
理
現
場
に
同
道
し
て
、
こ
ま
ご
ま

と
説
明
を
し
て
あ
げ
て
ゐ
る
う
ち
、
す
つ
か
り
研
究
を
積
ん
だ
や
う
だ
。
僕
と
は

か
れ
こ
れ
二
年
ば
か
り
一
緒
に
暮
し
た）

13
（

」。『
新
納
忠
之
介
五
十
回
忌
記
念　

仏
像

修
理
五
十
年
』（
財
団
法
人
美
術
院
、
二
〇
〇
三
年
、
以
下
『
仏
像
修
理
五
十
年
』）

巻
末
の
略
年
譜
に
よ
る
と
、
一
九
〇
六
年
十
一
月
頃
に
「
ウ
ォ
ー
ナ
ー
、
岡
倉
天

心
の
指
示
に
よ
り
新
納
宅
（
勧
学
院
）
に
寄
寓
し
、
約
一
年
半
そ
の
家
族
と
生
活

を
と
も
に
し
な
が
ら
、
忠
之
介
の
も
と
で
仏
像
彫
刻
を
研
究
す
る
。
明
治
四
一
年

九
月
頃
奈
良
を
離
れ
る
」
と
記
さ
れ
る
。

「
新
納
資
料
」
に
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
九
月
六
日
、
新
納
に
宛

て
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
書
簡
が
あ
る
。

　

 

お
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
日
前
に
五
浦
か
ら
戻
り
、
六
角
の

仕
事
場
に
お
り
ま
す
。
先
生
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
た
め
漆
工
の
扱
い
を
学

ぶ
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
あ
な
た
方

に
会
い
に
奈
良
に
参
り
ま
す
。
ど
う
か
私
が
京
都
で
購
入
し
た
漆
器
と
蒔
絵

の
本
を
お
送
り
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
ご
面
倒
で
な
け
れ
ば
シ
ャ

ツ
も
二
枚
お
願
い
し
ま
す
。
六
角
さ
ん
か
ら
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
す）

14
（

。

ち
ょ
う
ど
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
奈
良
を
離
れ
た
頃
の
書
簡
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が

購
入
し
た
本
と
と
も
に
シ
ャ
ツ
の
送
付
を
頼
ん
で
お
り
、
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て

親
し
く
な
っ
た
二
人
の
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
書
中
の
「
六
角
」
は
漆
芸
家
の
六

角
紫
水
（
一
八
六
七
〜
一
九
五
〇
） 

を
指
す
。
六
角
は
岡
倉
が
美
術
館
に
着
任
し

た
一
九
〇
四
年
の
五
月
か
ら
一
九
〇
八
年
三
月
ま
で
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
勤
務

し
、
主
に
漆
工
芸
品
の
目
録
作
成
、
修
復
、
収
納
箱
製
作
に
従
事
し
た
。「
先
生
」

と
は
岡
倉
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
約
一
ヶ
月
後
、
一
九
〇
八
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
新
納
は
岡
倉
、
お
よ

び
東
洋
美
術
史
家
、
古
社
寺
保
存
会
委
員
で
あ
る
中
川
忠
順
（
一
八
七
三
〜

一
九
二
九
）
と
と
も
に
、
来
日
し
て
古
社
寺
保
存
会
の
調
査
団
に
参
加
し
た
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
関
係
者
を
和
歌
山
県
熊
野
地
方
に
案
内
し
た
。
同
行
し
た
の

は
、
美
術
史
家
で
コ
レ
ク
タ
ー
の
美
術
館
評
議
員
デ
ン
マ
ン
・
ウ
ォ
ル
ド
・
ロ

ス
（D

enm
an W

aldo R
oss　

一
八
五
三
〜
一
九
三
五
）、
中
国
日
本
美
術
部
ア

ソ
シ
エ
ー
ト
・
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス

Francis G
ardner C

urtis　

一
八
六
八
〜
一
九
一
五
）、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
で

あ
っ
た
。

岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
長
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
（A

rthur 
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Fairbanks

一
八
六
四
〜
一
九
四
四
）
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
る
と
、
岡
倉
の
合
流

は
「
同
地
で
の
彼
ら
の
研
究
を
手
伝
う
た
め
」
で
あ
り
、「
ロ
ス
博
士
と
カ
ー
テ
ィ

ス
は
、
古
社
寺
保
存
会
の
小
規
模
調
査
団
に
加
わ
り
、
当
地
の
古
い
寺
院
を
調
査

し
た
り
、
秘
宝
の
開
扉
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
お
二
人
が
こ
の
経
験
を
楽

し
み
、
か
つ
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
報
告

し
た）

15
（

。
彼
は
中
国
日
本
部
に
関
わ
る
人
材
が
、
東
洋
美
術
の
学
識
を
持
つ
重
要
性

を
認
識
し
、
実
地
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
を
彼
ら
に
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
。
新
納
は
そ
の
案
内
役
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
寄
与
し
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
旅
行
は
、
新
納
に
と
っ
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
以
外
の
中
国
日

本
部
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
新
納
は
岡
倉
の
美
術
館
着
任
以
降
、
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

形
成
に
参
画
し
、
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
指
導
や
古
社
寺
調
査
の
案
内
を

行
っ
た
。
そ
れ
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
彼
自

身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
端
緒
と
な
っ
た
。

3　

渡
米
と
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務

新
納
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
二
月
十
日
に
渡
米
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
で
の
勤
務
を
開
始
し
た
。
そ
の
主
た
る
目
的
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
新
館
に
お

け
る
中
国
日
本
美
術
部
の
展
示
作
業
に
参
画
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
納
派
遣
に

関
す
る
話
し
合
い
は
、
先
述
し
た
古
社
寺
調
査
中
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
十
一
月
六
日
、
岡
倉
は
熊
野
か
ら
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
に
宛
て
た
書
簡
で
、
新
館
展
示
に
お
け
る
新
納
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

 

私
は
個
人
的
に
は
、
現
時
点
で
は
新
館
に
お
け
る
展
示
を
配
置
、
整
頓
す
る

作
業
を
手
伝
え
る
有
能
な
助
手
を
よ
り
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
相
談
の
後
、
私
た
ち
は
皆
、
書
記
を
雇
う
前
に
助
手
を
雇
っ
た
方
が
よ

り
良
い
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
古
社
寺
保
存
会
お
よ
び
美
術
院
の
新
納

氏
は
有
名
な
彫
刻
家
で
、
展
示
作
業
に
は
最
適
の
人
物
で
す
。
ロ
ス
博
士

と
カ
ー
テ
ィ
ス
も
、
共
に
彼
の
こ
と
を
承
認
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
グ
ド
ン
・

ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
新
納
家
に
住
み
込
み
、
彫
刻
に
つ
い
て
の
教
授
は
彼
か
ら
受

け
た
も
の
で
す
。
彼
が
一
年
間
、
わ
れ
わ
れ
を
手
伝
う
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
に

来
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
―
従
い
ま
し
て
、
私
た
ち
の

電
報
は
同
氏
と
の
契
約
を
貴
下
が
承
認
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。（
中

略
）
私
は
こ
れ
か
ら
の
展
示
作
業
に
と
っ
て
、
新
納
氏
の
貢
献
は
極
め
て
貴

重
だ
と
思
い
ま
す）

16
（

。

岡
倉
は
こ
う
述
べ
て
、
翌
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
二
）
は
ボ
ス
ト
ン
に
戻
ら

な
い
た
め
自
分
の
給
与
と
旅
費
が
浮
く
の
で
、
給
与
の
半
分
（
百
二
十
五
ド
ル
）

と
旅
費
の
半
分
（
片
道
二
百
五
十
ド
ル
）
を
新
納
に
支
給
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し

た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
か
ら
新
納
の
任
命
を
承
認
す
る
電
報
が

届
き
、
新
納
は
米
国
へ
旅
立
つ
こ
と
と
な
る
。

岡
倉
が
着
任
し
た
当
時
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
は
コ
プ
リ
ー
・
ス
ク
エ
ア
に
あ
っ

た
が
、
一
九
〇
九
年
五
月
二
日
に
閉
館
と
な
り
、
同
年
十
一
月
十
五
日
ハ
ン
テ
ィ

ン
ト
ン
通
り
に
新
館
（
現
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
が
開
館
し
た
。
岡
倉
は
一
九
〇
八

年
四
月
に
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
日
本
に
帰
国
し
て
お
り
、
ボ

ス
ト
ン
に
戻
っ
た
の
は
一
九
一
〇
年
十
月
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
新
館
に
お
け
る

中
国
日
本
美
術
部
の
展
示
は
彼
の
不
在
時
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
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め
、
新
納
は
岡
倉
の
名
代
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
に
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
岡
倉
が
新
納
に
寄
せ
た
信
頼
の
大
き
さ
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
は
一
月
二
十
五
日
奈
良
を
出
発
し
、
二
月
十
日
船
に
て
渡
米
し
た
。
の
ち

に
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
で
の
勤
務
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

 　

僕
が
ボ
ス
ト
ン
に
着
い
て
か
ら
三
ヶ
月
ば
か
り
の
の
ち
、
旧
館
か
ら
新
館

へ
の
引
越
し
が
始
ま
つ
た
の
だ
が
、
そ
の
東
洋
部
各
室
の
陳
列
や
、
そ
の
ほ

か
東
洋
関
係
の
相
談
を
受
け
た
。
元
来
あ
そ
こ
の
日
本
美
術
品
は
、
東
京
の

大
学
へ
講
義
に
来
て
ゐ
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ビ
ゲ
ロ
ー
両
氏
の
蒐
集
品
が
中
心

と
な
つ
て
を
り
、
ほ
か
に
モ
ー
ル
ス
教
授
が
蒐
集
し
た
日
本
古
陶
も
沢
山
あ

つ
て
、
焼
き
も
の
だ
け
で
立
派
に
一
室
を
充
実
さ
せ
て
ゐ
た
。
そ
の
後
来
朝

し
た
ロ
ー
ス
教
授
が
大
変
金
持
ち
で
、
奈
良
の
玉
井
、
森
田
な
ど
い
つ
た
当

時
の
一
流
奈
良
骨
董
商
か
ら
買
ひ
集
め
た
古
彫
像
が
こ
の
博
物
館
に
陳
列
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
あ
そ
こ
の
博
物
館
東
洋
部
は
、
も
と
も
と
は
あ
ち
ら
の
技

師
が
設
計
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
凝
つ
た
も
の
で
、
仏
像
を
陳
列
す

る
室
の
ご
と
き
は
法
隆
寺
金
堂
内
部
に
模
し
て
造
作
さ
れ
て
あ
つ
た
。
画
幅

や
屏
風
の
陳
列
室
は
、
和
紙
を
貼
つ
た
明
り
障
子
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
気
の
利

い
た
も
の
で
あ
る）

17
（

。

新
納
は
着
任
と
同
時
に
旧
館
か
ら
新
館
へ
の
引
越
し
と
新
館
展
示
の
作
業
に
従

事
し
た
よ
う
だ
。
新
館
の
展
示
は
「
仏
像
を
陳
列
す
る
室
の
ご
と
き
は
法
隆
寺
金

堂
内
部
に
模
し
て
造
作
さ
れ
て
あ
つ
た
。
画
幅
や
屏
風
の
陳
列
室
は
、
和
紙
を
貼

つ
た
明
り
障
子
を
め
ぐ
ら
す
な
ど
気
の
利
い
た
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
岡

倉
の
構
想
の
具
現
化
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
報
告
に
よ
る
と
、
新
館
の
展
示
は

「
国
の
美
術
は
そ
の
文
明
と
理
想
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
基

礎
に
、
元
来
作
品
が
置
か
れ
て
い
た
雰
囲
気
を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
な
空
間
創
出
が

試
み
ら
れ
た
。
障
子
、
襖
、
床
の
間
、
落
ち
着
い
た
採
光
、
天
然
木
や
壁
土
の
使

用
に
よ
っ
て
「
日
本
人
の
優
れ
た
感
性
、
と
り
わ
け
足
利
時
代
に
お
け
る
禅
の
普

及
以
降
」
の
感
性
を
表
す
環
境
作
り
が
目
指
さ
れ
た
。
ま
た
仏
像
展
示
室
に
は
円

柱
や
腕
木
を
配
し
、
奈
良
時
代
の
寺
院
建
築
の
様
式
に
従
っ
て
作
ら
れ
た）

18
（

。
こ
れ

ら
の
記
述
は
、
新
納
の
回
想
と
合
致
す
る
。
美
術
品
の
配
置
は
、
日
本
美
術
の
母

体
で
あ
る
中
国
美
術
か
ら
日
本
美
術
へ
と
展
開
し
、
参
観
者
が
日
本
美
術
の
歴
史

的
発
展
を
理
解
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

中
心
に
な
っ
て
展
示
空
間
を
構
成
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
た
の

は
カ
ー
テ
ィ
ス
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
展
示
作
業
に
は
最
適
の
人
物
」
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
新
納
の
助
力
を
得
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

新
納
は
展
示
作
業
の
ほ
か
、
美
術
館
教
育
に
も
協
力
し
た
。
一
九
一
○
年
三
月

三
日
「
日
本
の
仏
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
特
定
の
展
示
品
に
関
し
て
解
説
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
実
施
し
た
。
通
訳
を
し
た
の
は
当
時

美
術
館
嘱
託
員
だ
っ
た
富
田
幸
次
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
六
）
で
あ
る
、
彼
は

一
九
一
〇
年
三
月
日
英
博
覧
会
の
日
本
出
品
協
会
事
務
取
扱
を
嘱
託
さ
れ
渡
英
し

た
後
、一
九
一
一
年
か
ら
中
国
日
本
美
術
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
な
る
人
物
で
あ
る
。

新
納
の
手
帳
に
は
こ
の
日
の
こ
と
が
「
本
日
ハB

oston

美
術
博
物
館
ニ
於
テ

日
本
ノ
彫
刻
ニ
ツ
キ
講
説
ス
聴
衆
八
十
余
人
大
喝
采
ヲ
受
ク
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る）
19
（

。
八
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
盛
況
だ
っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
『
仏
像
修
理
五
十
年
』
の
略
年
譜
に
は
「
ボ
ス
ト
ン
滞
在
中
は
美
術

館
所
蔵
の
仏
像
等
を
修
理
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仏
像
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は
確
認
し
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
具
体
的
な
修
復
活
動
に
関
す
る
資
料

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

新
納
が
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
た
の
は
一
九
一
〇
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
り
、
約
一

年
間
ボ
ス
ト
ン
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
新
納
は
ア
メ
リ
カ
で
の

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
っ
た
。「
僕
は
ボ
ス
ト
ン
で
一
年
あ
ま
り
暮
し

た
が
、
そ
の
間
に
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
君
の
宅
も
訪
問
し
た
。
お
父
さ
ん
も
お
兄
さ
ん

も
信
用
あ
る
法
律
家
で
あ
つ
た
。奥
さ
ん
は
音
楽
学
校
出
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
」

と
い
う
新
納
の
回
顧
が
示
す
よ
う
に
、
渡
米
前
か
ら
親
し
か
っ
た
ウ
ォ
ー
ナ
ー
と

は
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た）

20
（

。
た
と
え
ば
、
後
に

ウ
ォ
ー
ナ
ー
夫
人
と
な
る
ロ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト（Lorraine d ’O

rem
ieulx 

R
oosevelt

）
は
七
月
二
十
一
日
新
納
に
次
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

　

 

お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
感
動
し
ま
し

た
。
あ
な
た
が
い
か
に
ラ
ン
グ
ド
ン
の
良
き
真
の
友
人
で
あ
る
か
わ
か
り
ま

し
た
。
私
と
も
友
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
幸
せ
で
す
。
次
回
ボ
ス
ト
ン
に
参

る
と
き
は
必
ず
お
会
い
し
た
い
で
す
。
私
は
ラ
ン
グ
ド
ン
と
知
り
合
っ
て
数

年
経
ち
ま
す
が
、
彼
は
世
界
で
も
っ
と
も
騎
士
の
よ
う
に
高
潔
な
精
神
を
持

つ
人
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
同
じ
経
験
を
多
く
お
持
ち
の

よ
う
で
す
が
、
私
の
人
生
に
本
当
に
重
要
な
こ
と
―
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー

ナ
ー
と
私
は
大
変
幸
運
で
あ
る
と
い
う
事
実
―
に
つ
い
て
同
意
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
ね
。
あ
な
た
が
友
人
の
レ
デ
ィ
の
こ
と
を
、
友
人
と
同
じ
く
ら
い

好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す）

21
（

。

ま
た
、
ロ
レ
ー
ン
の
母
親
の
ロ
ー
ラ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
二
人
の
結
婚
式
の

招
待
状
を
新
納
に
送
っ
た
。「
親
愛
な
る
新
納
様　

娘
の
ロ
レ
ー
ン
と
ラ
ン
グ
ド

ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
氏
が
五
月
十
四
日
土
曜
日
十
二
時
半
に
当
地
で
結
婚
し
ま
す
。

挙
式
と
午
餐
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
せ）

22
（

」。「
当
地
」
と
い
う
の
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
家
の
邸
宅
が
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
イ
ス
タ
ー
・
ベ
イ
を
指
す
。
あ
い
に
く

一
九
一
〇
年
五
月
に
は
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
出
席
は
か
な
わ

な
か
っ
た
が
、
こ
の
手
紙
は
新
納
と
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
近
親
者
と
の
親
密
さ
を
十
分

表
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
自
身
は
一
九
〇
九
年
九
月
に
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
再
び

日
本
に
向
か
っ
た
が
、
旅
先
か
ら
し
ば
し
ば
新
納
に
葉
書
を
送
っ
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
ナ
ー
一
家
と
親
交
を
深
め
る
一
方
、
他
の
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
と
も
新
納

は
親
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
表
す
葉
書
を
「
新
納
資
料
」
か
ら
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
中
国
日
本
美
術
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
者
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
（Francis Stew

art K
ershaw

　

一
八
六
九

〜
一
九
三
〇
）
は
一
九
〇
九
年
八
月
六
日
付
で
「
こ
れ
は
駅
か
ら
自
宅
に
向
か
う

道
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で
す
。
数
週
間
の
う
ち
に
あ
な
た
を
そ
こ
へ
お
連
れ
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
小
道
の
風
景
が
描
か
れ
た
葉
書
を
新
納
に
送
っ
て
い
る
。
ま
た

同
部
助
手
で
絵
画
管
理
を
担
当
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン

（John A
rthur M

acLean　

一
八
七
九
〜
一
九
六
四
）
は
、
八
月
十
三
日
旅
先
か

ら「
本
日
ボ
ス
ト
ン
に
向
け
て
出
航
し
ま
す
。
一
週
間
の
う
ち
に
着
く
予
定
で
す
」

と
書
き
送
っ
た）

23
（

。

と
こ
ろ
で
一
九
一
〇
年
一
月
か
ら
岡
倉
の
弟
で
英
語
学
者
の
由
三
郎

（
一
八
六
八
〜
一
九
三
六
）
が
、
教
育
財
団
ロ
ー
ウ
ェ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
に
招
聘
さ
れ
、
日
本
文
化
に
関
す
る
講
演
を
行
う
た
め
ボ
ス
ト
ン
に
約
三
ヶ

月
滞
在
し
た
。
覚
三
を
通
し
て
由
三
郎
に
講
師
を
依
頼
し
た
の
は
ウ
ォ
ー
ナ
ー
で

あ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
日
本
美
術
研
究
の
た
め
来
日
し
た
際
、
由
三
郎
か
ら
日
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本
語
を
学
ん
で
い
た
。
二
月
二
十
八
日
、
由
三
郎
の
帰
国
を
前
に
新
納
と
ウ
ォ
ー

ナ
ー
は
会
食
し
、
そ
の
席
上
で
三
人
は
新
納
の
妻
す
ま
に
宛
て
て
葉
書
を
書
い

た
。
そ
こ
に
は
「
旦
那
様
は
御
ぶ
じ
で
ご
ざ
い
ま
す　

由
三
郎　

ウ
オ
ー
ナ
」
の

後
に
「
岡
倉
サ
ン
が
大
成
功
し
て
本
夜
御
出
発
日
本
に
帰
ヘ
リ
ナ
サ
イ
マ
ス
ニ
付

三
人
会
合
席
上
ニ
テ　

忠
之
介
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

24
（

。

新
納
は
一
九
一
〇
年
三
月
二
十
九
日
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
た
。
先
述
し
た
新
納
の

手
帳
に
よ
る
と
一
九
一
〇
年
三
月
十
日
「
本
夜M

r R
oss

氏
ノ
招
待
ヲ
受
ケM

r 

W
arner

、M
r Tom

ita

ノ
三
人
晩
餐
ノ
饗
応
ヲ
受
ク
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
別

れ
を
惜
し
む
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。“Tom

ita ”

は
、
後
に
中
国
日

本
美
術
部
の
助
手
と
な
る
富
田
幸
次
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
六
）
で
あ
る
。
出

発
当
日
の
頁
に
は
見
送
り
に
来
た
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
の
名
が
多
く
記
さ
れ
て
お

り
、
彼
が
一
年
余
り
の
滞
在
で
ボ
ス
ト
ン
に
さ
ら
な
る
人
脈
を
得
た
こ
と
が
わ
か

る
。

4　

渡
米
後
の
動
向

（
1
）
中
国
日
本
美
術
部
鑑
査
顧
問
へ
の
就
任

新
納
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
英
国
に
渡
っ
た
。
渡
英
の
目
的
は
一
九
一
〇
年
（
明
治

四
十
三
）
開
催
の
日
英
博
覧
会
に
あ
っ
た
。
そ
の
準
備
は
新
納
の
滞
米
中
、
岡
倉

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
九
年
九
月
二
十
六
日
、
岡
倉
は
新
納
に
、
米

国
か
ら
の
帰
途
、
日
英
博
覧
会
の
見
学
が
で
き
る
よ
う
牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
〜

一
九
四
九
）
に
交
渉
中
の
こ
と
、
そ
の
後
欧
州
視
察
が
で
き
る
よ
う
に
内
務
省
宗

教
局
長
の
斯
波
淳
六
郎
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
一
）
に
働
き
か
け
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。

　

 

陳
レ
ハ
老
兄
明
年
帰
途
欧
洲
行
ニ
就
而
ハ
牧
野
男
爵
大
ニ
配
慮
被
致
居
且
又

（
同
便
宜
上
ニ
モ
有
之
）
明
年
日
英
博
覧
会
モ
御
一
覧
相
成
度
事
と
存
し
旁

同
局
ヘ
交
渉
中
ニ
有
之　

別
紙
本
日
同
男
よ
り
来
信
有
之
同
会
審
査
員
ニ
多

分
内
定
の
由
ニ
有
之
候
に
付
不
取
敢
御
報
申
上
候　

猶
又
同
博
覧
会
結
了
後

欧
洲
巡
遊
ニ
就
而
ハ
斯
波
氏
と
も
協
議
中
に
有
之
是
又
追
而
可
申
上
候　

先

ハ
時
下
御
自
愛
被
下
度
候）

25
（

四
月
六
日
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
新
納
は
、
十
一
日
に
日
本
博
覧
会
事
務
局
を

訪
問
し
た
。
二
十
一
日
に
は
日
英
博
覧
会
事
務
局
よ
り
「
日
英
博
覧
会
美
術
館
ニ

於
ケ
ル
摸
型
組
立
工
事
監
督
」
を
嘱
託
さ
れ
、
現
地
で
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
手

当
は
英
貨
六
十
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た）

26
（

。
五
月
十
四
日
に
日
英
博
覧
会
は
開
幕
し
た
。

そ
の
後
、
新
納
は
二
世
五
姓
田
芳
柳
（
一
八
六
四
〜
一
九
四
三
）、
東
城
鉦
太

郎
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
九
）
ら
と
と
も
に
欧
州
と
エ
ジ
プ
ト
を
歴
遊
し
、
七
月

二
十
六
日
日
本
に
帰
国
し
た
。
彼
の
日
記
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
そ
の
旅
程
を

あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

五
月
二
十
一
日　

ロ
ン
ド
ン
発
、
パ
リ
着

　

五
月
二
十
四
日　

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
見
学

　

五
月
二
十
六
日　

パ
リ
発　

ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
着

　

五
月
二
十
七
日　

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
見
学　

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
ム
着

　

五
月
二
十
九
日　

ド
イ
ツ
着

　

六
月
四
日　
　
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
経
由
で
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
へ

　

六
月
七
日　
　
　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
着
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六
月
九
日　
　
　

ロ
ー
マ
着

　

六
月
十
七
日　
　

 

ナ
ポ
リ
か
ら
乗
船　

地
中
海
を
渡
り
エ
ジ
プ
ト
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
へ

　

六
月
二
十
一
日　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
見
学

　

六
月
二
十
二
日　
　

カ
イ
ロ
美
術
館
見
学

新
納
の
日
記
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
国
立
美
術
館
の
ル
ー
ド

ビ
ィ
ヒ
・
ク
ナ
ウ
ス
の
彫
刻
や
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ

リ
ー
ニ
の
胸
像
な
ど
、
旅
先
で
彼
が
観
た
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
新
納
が
欧
州

で
何
を
見
学
し
、
心
に
と
ど
め
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
活

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

帰
国
後
の
八
月
二
十
九
日
、
新
納
は
内
閣
よ
り
古
社
寺
保
存
会
委
員
に
任
命
さ

れ
る
。
翌
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）、
新
納
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
新
た
な

仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
二
十
一
日
、
美
術
館
は
彼
を
中
国
日
本

美
術
部
のA

dvisory Staff

（
岡
倉
の
訳
は
「
東
洋
部
鑑
査
顧
問
」。
本
稿
で
は
「
鑑

査
顧
問
」
を
用
い
る
）
に
任
命
し
、
報
酬
と
し
て
年
額
五
百
円
を
決
議
し
た
。
翌

日
、岡
倉
は
美
術
館
長
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
書
状
を
同
封
し
こ
の
決
定
を
伝
え
た
。

　

 

陳
レ
ハ
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ヨ
リ
別
紙
の
通
貴
兄
に
東
洋
部
鑑
査
顧
問
ヲ
嘱
托

し
報
酬
と
し
て
壱
ヶ
年
金
五
百
円
贈
与
致
度
趣
決
議
相
成
候
ニ
付
何
卒
御
承

諾
相
成
度
候　

任
務
の
儀
ハ
時
々
藝
術
上
の
事
ニ
関
し
諮
問
ニ
答
へ
カ
ー
チ

ス　

ワ
ー
ナ
ル
諸
氏
ヨ
リ
買
上
品
の
鑑
定
ニ
応
し
其
他
当
館
の
利
益
と
な
る

へ
き
御
報
告
ヲ
願
ひ
候
迄
に
て
別
段
平
素
御
面
倒
ハ
相
懸
ら
さ
る
次
第
ニ
候

　

何
卒
御
承
諾
相
成
度
候　

委
細
ハ
本
年
九
月
小
生
帰
朝
之
上
可
申
上
候　

当
館
鑑
査
顧
問
は
欧
洲
の
諸
大
家
モ
加
ハ
リ
居
候
は
ヽ
多
少
名
誉
の
意
味
ヲ

有
し
居
候）

27
（

新
納
の
職
務
は
、
芸
術
に
関
す
る
諮
問
に
加
え
、
カ
ー
テ
ィ
ス
や
ウ
ォ
ー
ナ
ー

ら
が
購
入
し
た
美
術
品
の
鑑
定
と
そ
の
報
告
で
あ
っ
た
。
同
日
、
中
川
忠
順
と
、

中
国
美
術
品
の
購
入
に
尽
力
す
る
早
崎
稉
吉
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
六
）
に
も
鑑

査
顧
問
の
嘱
託
が
依
頼
さ
れ
た
。
岡
倉
の
書
簡
の
末
尾
に
は
「
ワ
ー
ナ
ル
御
面
倒

相
か
け
候
事
と
存
候　

カ
ー
チ
ス
ハ
来
月
末
ニ
日
本
ニ
参
リ
候
」
と
記
さ
れ
た
よ

う
に
、
新
納
は
来
日
す
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
た
。「
新
納
資
料
」
に
は
、
日
本
で
美
術
品
収
集
に
従
事
す
る
美
術
館

ス
タ
ッ
フ
と
の
実
務
的
な
や
り
と
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
に
来
日
し
た
フ

ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
か
ら
の
書
簡
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

 

私
は
京
都
の
柊
屋
に
向
か
い
、
五
、六
日
滞
在
し
た
後
東
京
に
行
き
ま
す
。

あ
な
た
が
二
、
三
日
中
に
京
都
に
来
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
東
寺
へ
の
紹
介
状

を
お
送
り
く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
Ｋ
．玉
井
氏
（
執
筆
者
注　

奈

良
の
古
美
術
商
玉
井
大
閑
堂
）
に
渡
す
七
千
五
百
円
の
小
切
手
と
、
支
払
い

済
の
二
千
五
百
円
の
領
収
書
を
同
封
し
ま
す
。
良
い
折
に
彼
に
小
切
手
を
渡

し
て
、
領
収
書
は
セ
ン
セ
イ
（
執
筆
者
注　

岡
倉
覚
三
）
か
私
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。（
一
九
一
一
年
十
月
二
十
三
日
）

　

 
今
朝
あ
な
た
が
話
し
て
く
れ
た
彫
刻
を
見
に
、
午
後
美
術
館
に
行
っ
て
ケ
ー

ス
を
開
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
不
動
は
余
り
気
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
蔵
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
マ
タ
ノ
氏
（
所
有
者
の
名
前
だ
と
思

い
ま
す
）
は
い
く
ら
な
ら
売
る
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。（
同
年
十
一
月
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28
（

）

新
納
が
来
日
す
る
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
、
美
術
館
が
所
蔵
す
る
べ
き
美

術
品
の
鑑
定
、
所
有
者
と
美
術
館
の
仲
介
、
購
入
時
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
病
気
を
理
由
に
日
本
に
帰
国
し
た
岡
倉
は
、
五
月

十
七
日
五
浦
か
ら
新
納
に
手
紙
を
送
り
、
仏
像
購
入
に
関
す
る
指
示
を
与
え
る
一

方
で
、「
英
文
彫
刻
史
及
ボ
ス
ト
ン
彫
刻
解
説
御
編
纂
」
の
委
嘱
を
考
え
て
い
る

旨
を
伝
え
た）

29
（

。
だ
が
岡
倉
の
病
状
は
回
復
す
る
こ
と
な
く
、
同
年
九
月
二
日
不
帰

の
人
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
納
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
果
た
し
た
役
割
は
、

仏
像
を
中
心
と
し
た
美
術
品
購
入
、
新
館
の
展
示
、
来
日
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
助

言
や
世
話
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
中
国
日
本
美
術
部
の
鑑
査
顧
問
に
任
命

さ
れ
る
な
ど
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

（
2
）
岡
倉
没
後
の
ボ
ス
ト
ン
と
の
関
係

一
九
一
三
年
九
月
、
岡
倉
が
こ
の
世
を
去
る
と
、
新
納
は
そ
の
こ
と
を
ボ
ス
ト

ン
の
知
人
た
ち
に
知
ら
せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
が
社
交
界
の
有
力
者
イ
ザ
ベ
ラ
・

ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
（Isabella Stew

art G
ardner　

一
八
四
〇
〜

一
九
二
四
）
で
あ
る
。
彼
女
は
岡
倉
の
理
解
者
、
支
援
者
で
あ
り
、
新
納
を
は
じ

め
岡
倉
を
仲
介
に
渡
米
し
た
日
本
人
た
ち
を
援
助
し
た
。
同
年
九
月
十
四
日
、
新

納
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
に
日
本
語
の
書
簡
を
送
っ
た
。

　

 

拝
啓
仕
候　

今
回
岡
倉
先
生
御
逝
去
ニ
付
其
悲
報
を
御
許
様
ニ
可
致
事
無
此

上
遺
憾
ニ
御
座
候　

先
生
の
御
逝
去
ハ
近
頃
相
互
の
為
め
一
大
損
失
ニ
御
座

候
（
中
略
）
去
る
二
日
午
前
七
時
三
分
睡
る
か
如
く
瞑
目
さ
れ
候　

遺
骸
ハ

棺
ニ
納
め
白
布
を
以
て
之
れ
を
包
み
其
上
ニ
赤
倉
山
別
荘
ニ
咲
き
乱
れ
し
秋

の
各
種
の
草
花
を
以
て
麗
ハ
し
く
被
ハ
れ
三
日
朝
東
京
ニ
移
し
奉
り
五
日
い

と
も
荘
厳
ニ
葬
儀
挙
行
さ
れ
候）

30
（

書
中
の
「
先
生
の
御
逝
去
ハ
近
頃
相
互
の
為
め
一
大
損
失
ニ
御
座
候
」
と
の
文

言
か
ら
、
岡
倉
の
死
は
日
米
二
国
間
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
と
痛
感
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
十
月
十
日
、
彼
女
は
新
納
へ
返
事
を
書
い
た
。

　

 

岡
倉
氏
の
病
気
の
こ
と
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と
、
知
ら
せ
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
彼
の
死
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
で
す
。
彼

の
い
た
場
所
は
二
度
と
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。
彼
の
死

は
、
家
族
や
友
人
や
祖
国
に
と
っ
て
も
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
私
ど
も
の
可

哀
想
な
美
術
館
が
、
彼
の
死
で
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
あ
え
て
考
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す）

31
（

。

彼
女
自
身
の
深
い
悲
し
み
や
喪
失
感
に
加
え
て
、
岡
倉
の
不
在
に
よ
る
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
の
行
く
末
を
憂
慮
し
不
安
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

実
際
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
関
係
者
に
と
っ
て
岡
倉
の
死
の
衝
撃
は
大
き
い
も
の
で

あ
っ
た
。
館
長
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
は
、
九
月
六
日
新
納
に
手
紙
を
送

り
、
そ
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

　

 

電
報
で
岡
倉
氏
の
死
を
知
り
、
私
た
ち
は
皆
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
ご
子
息
へ
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
す
が
、
彼
の
正
確
な
住
所
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を
知
ら
な
い
の
で
、
同
封
し
た
手
紙
を
転
送
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
あ
な
た
方
と
同
じ
く
ら
い
ボ
ス
ト
ン
の
私
た
ち
も
ど
う
し
よ
う

も
な
い
喪
失
感
に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
し
彼
が
私
た
ち
に
何
か
手
紙
や
、

提
案
を
残
し
て
い
た
ら
、
必
ず
私
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
も
日
本
の

友
人
た
ち
も
、
と
も
に
彼
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
多
く
の

友
人
た
ち
が
心
か
ら
の
同
情
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
と

信
じ
て
い
ま
す）

32
（

。　

フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
は
「
も
し
彼
が
私
た
ち
に
何
か
手
紙
や
、
提
案
を
残
し
て
い

た
ら
、
必
ず
私
に
お
送
り
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
、
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に

対
し
て
何
か
言
い
残
し
て
い
な
い
か
を
知
り
た
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
に
対
し
、
十
月
十
三
日
新
納
は
返
事
を
送
っ
た
。

　

 

九
月
六
日
に
あ
な
た
の
手
紙
を
受
け
取
り
、
す
ぐ
岡
倉
先
生
の
御
子
息
に
送

り
ま
し
た
。
日
本
は
岡
倉
氏
の
死
に
よ
っ
て
大
き
な
失
望
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
私
は
日
本
で
い
つ
で
も
喜
ん
で
あ
な
た
の
依
頼
に
応
え
ま
す）

33
（

。

双
方
で
深
い
悲
し
み
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
新
納
は
「
私
は
日
本
で
い
つ
で
も

喜
ん
で
あ
な
た
の
依
頼
に
応
え
ま
す
」
と
綴
っ
た
。
岡
倉
が
ボ
ス
ト
ン
で
な
そ
う

と
し
て
い
た
理
想
を
受
け
継
ぎ
、
美
術
館
と
協
力
し
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
尽

力
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
納
の
気
持
ち
に
呼

応
す
る
よ
う
に
、
十
月
二
十
二
日
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
手
紙
は
未
来
へ
一
歩
踏

み
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

 

岡
倉
覚
三
氏
の
今
際
の
際
と
ご
逝
去
に
つ
い
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、

ご
親
切
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
彼
の
多
く
の
友
人
は
電
報

で
そ
の
死
を
知
り
、
深
い
衝
撃
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
の
手
紙
の
お
か

げ
で
、
私
た
ち
の
失
っ
た
も
の
が
い
っ
そ
う
鮮
明
に
な
っ
た
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
彼
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
し
、
彼
の
精
神
は
美
術
館
の
運
営
を
導
い
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
。
私
は
岡
倉
氏
が
仕
事
で
計
画
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
弟
の
岡
倉
由
三

郎
氏
に
手
紙
に
書
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
中
国
日
本
美
術
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
一
人
と
し
て
引
き
続
き
協
力
し
て
く
だ
さ
る
意
志
が
お
あ
り
だ
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
影
響
力
の
あ
る
指
導
者
を
失
っ
て
も
あ
な
た
の
仕

事
は
継
続
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す）

34
（

。

ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
岡
倉
の
記
憶
は
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
「
彼
の
精

神
は
美
術
館
の
運
営
を
導
い
て
い
く
」
と
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
岡
倉
の
存
在

が
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
は
、
岡
倉
の
死
後
も
彼
が
唱
え
た
美
術
館
経
営
の
理
念
や
描
い
た
ビ
ジ
ョ

ン
が
、
残
さ
れ
た
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
の
た
め
に
兄

の
良
き
理
解
者
で
あ
る
岡
倉
由
三
郎
に
、
何
か
伝
言
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
手
紙

を
書
い
た
。
そ
し
て
新
納
に
は
引
き
続
き
美
術
館
と
の
関
係
を
維
持
し
て
欲
し
い

と
要
請
し
た
。
十
一
月
十
日
の
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
書
簡
は
、
日
本
人
と
協
力
し

て
い
く
重
要
性
を
よ
り
強
く
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

先
日
あ
な
た
に
お
話
し
し
た
続
き
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
岡
倉
氏
の
見

事
な
指
導
の
も
と
で
示
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
き
た
方
法
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア



77

五　浦　論　叢　第　26　号

美
術
を
収
集
し
解
説
す
る
仕
事
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
こ
と
は
、
彼
の
思

い
出
に
多
大
な
栄
誉
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
た

ち
は
、
こ
の
美
術
館
を
守
る
最
も
重
要
な
一
歩
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

岡
倉
氏
が
信
頼
し
た
学
識
と
品
格
あ
る
優
れ
た
人
物
の
貢
献
を
引
き
続
き
得

る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
中
川
氏
、
長
尾
氏
、
早
崎

氏
、そ
し
て
あ
な
た
に
、中
国
日
本
美
術
部
の
専
門
家
委
員
会
（C

om
m

ittee 

of E
xperts

）
の
設
立
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お

仕
事
は
私
た
ち
が
興
味
の
あ
る
中
国
や
日
本
美
術
の
事
に
関
し
て
援
助
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
東
洋
美
術
に
関
し
て
は
、
中
川
氏
が
美

術
館
鑑
査
顧
問
の
長
に
な
る
こ
と
が
岡
倉
氏
の
希
望
だ
っ
た
の
で
、
私
は
提

案
し
た
組
織
の
委
員
長
を
彼
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
将

来
に
お
い
て
も
、
美
術
館
が
あ
な
た
か
ら
貴
重
な
貢
献
を
い
た
だ
く
恩
恵
を

得
ら
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す）

35
（

。

個
々
に
任
命
さ
れ
た
鑑
査
顧
問
を
集
約
す
る
形
で
、
中
国
日
本
美
術
部
の
専
門

家
委
員
会
（C

om
m

ittee of E
xperts

）
を
設
立
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
中

川
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
の
考
え
は
か
な
り
明

確
で
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
岡
倉
が
進
め
て
き
た
ア
ジ
ア
美
術
に
関
す
る
事
業

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
彼
の
名
誉
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
美
術
館
を
守
る
た

め
に
、
新
納
た
ち
鑑
査
顧
問
の
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
と
懇
願
し
て
い
る
。

新
納
が
由
三
郎
を
介
し
て
大
正
期
ま
で
美
術
館
と
関
係
を
持
ち
、
監
査
顧
問
の
仕

事
を
継
続
し
た
背
景
に
、
美
術
館
側
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
中
国
日
本
美
術
部
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、
岡
倉
を
通
し
て
「
東
洋
」
に

つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
理
解
を
深
め
て
き
た
。
そ
の
知
の
源
泉
で
あ
り
、

精
神
的
な
支
柱
を
失
っ
た
こ
と
に
対
す
る
嘆
き
は
大
き
か
っ
た
。
十
月
十
五
日
、

ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
は
新
納
に
手
紙
を
書
き
、
師
を
亡
く
し
た

悲
し
み
を
切
々
と
訴
え
た
。

　

 

こ
こ
ア
メ
リ
カ
で
は
私
た
ち
の
多
く
が
、
友
人
で
、
賢
者
で
、
思
慮
深
い
評

議
員
で
、
東
洋
を
知
る
頼
み
の
綱
を
失
っ
た
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
ほ
う
が
、
そ
の
死
を
い
か
に
強
く
感
じ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
行
動
を
と
も
に
し
、
長
年
と
て
も
親
し
く
し
て

き
た
同
国
人
な
の
で
す
か
ら
。
ま
ず
は
、
彼
の
ご
家
族
に
、
特
に
悲
し
み
に

く
れ
る
奥
様
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
彼
を
よ
く
知
る
日

本
の
あ
な
た
方
に
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
発
言
者
の
舌
を
失
っ
た
あ
な

た
の
国
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
舌
が
話
す
こ
と
を
許
さ
れ
た

な
ら
、
あ
る
い
は
話
そ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
お
国
を
さ
ら
に
偉
大
に
し
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
々
は
嘆
き
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
と
り
わ
け
日
本
、
イ
ン

ド
、
ア
メ
リ
カ
の
三
国
は
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
国
の
う
ち
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
彼
の
不
在
を
最
も
強
烈
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
私

の
国
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
お
国
は
、
彼
の
偉
大
な
知
恵
と
知
識

に
同
じ
言
葉
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
そ
れ
ら
が
あ
な
た
方

に
与
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
か
ら
で
す
。
イ
ン
ド
は
お
そ

ら
く
彼
の
友
情
の
価
値
を
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
ア
メ
リ
カ

は
、
こ
こ
最
近
の
数
年
間
で
彼
の
存
在
が
も
た
ら
し
た
恩
恵
に
気
づ
き
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
私
た
ち
に
与
え
た
大
き
な
良
い
財
産
で
す
。
彼
が

二
度
と
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
今
、
私
た
ち
は
心
か
ら
深
く
嘆
き
悲
し
ん
で
い

ま
す
。
彼
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
そ
う
す
る
の
に
！
し
か
し
、
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私
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
謙
虚
に
お
辞
儀
を
し
て
顔
を
あ

げ
て
、
彼
が
惜
し
み
な
く
与
え
て
く
れ
た
物
事
に
感
謝
し
、
か
つ
て
「
東
洋

美
術
世
界
」
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
偉
大
な
友
人
に
称
賛
と
名
誉
を
与

え
ま
す
。
彼
が
教
え
て
く
れ
た
精
神
を
私
は
決
し
て
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う

し
、
私
が
死
ん
で
も
後
に
続
く
者
が
い
て
、
後
世
ま
で
残
る
と
信
じ
て
い
ま

す）
36
（

。

書
簡
に
は
デ
ン
マ
ン
・
ウ
ォ
ル
ド
・
ロ
ス
か
ら
岡
倉
覚
三
と
の
思
い
出
を
記
念

し
て
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
中
国
の
仏
像
に
関
す
る
新
聞
記
事“R

are 

C
hinese stone given A

rt M
useum

”

（
十
月
十
六
日
号
）
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
、
岡
倉
没
後
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
中
国
日
本
美
術
部
運

営
に
お
け
る
彼
の
理
念
や
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
東
洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形

成
と
普
及
に
尽
力
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
専
門
家
委
員
会
の

設
立
を
計
画
し
、
新
納
ら
に
引
き
続
き
日
本
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
を
要
請
し

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
新
納
は
美
術
館
の
要
請
を
受
け
て
、
引
き

続
き
美
術
品
鑑
定
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
援
助
を
通
し
て
、
日
本
と
ボ
ス
ト
ン

美
術
館
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
岡
倉
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
勤
務
時
代
は
、
新
納

の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
、
い
わ
ば
萌
芽
期
と
位
置
づ

け
て
良
い
だ
ろ
う
。
岡
倉
を
仲
介
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
納
の
美
術
交
流
は
、
一
年

間
に
わ
た
る
美
術
館
勤
務
で
広
が
り
、
そ
の
後
の
相
互
交
流
に
よ
っ
て
深
化
し
て

い
っ
た
。
岡
倉
没
後
も
、
美
術
館
は
岡
倉
の
理
念
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
共
有
す
る

新
納
ら
日
本
の
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
要

請
を
受
け
て
、
新
納
は
中
国
日
本
美
術
部
の
鑑
査
顧
問
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

る
。し

か
し
な
が
ら
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
新
納
が
ど
の
よ
う
な
美
術
品
を
修
復
し

た
の
か
は
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。
果
た
し
て
美
術
品
修
復
が
業
務
で
あ
っ
た
の

か
も
、
さ
ら
な
る
調
査
を
通
し
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時

に
、
日
英
博
覧
会
へ
の
参
画
や
欧
州
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
歴
訪
に
つ
い
て
は
ボ
ス
ト

ン
関
係
者
以
外
の
「
新
納
資
料
」
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に

し
た
こ
と
を
も
と
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
国
際
的
な
活
動
の
広

が
り
、
戦
時
期
の
断
絶
、
そ
し
て
戦
後
期
の
復
活
と
い
う
美
術
交
流
の
視
座
か
ら
、

新
納
の
文
化
財
保
護
に
従
事
し
た
生
涯
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

附
記

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費18K

00183

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
本

稿
は
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
例
会
（
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
）
に
お
け
る

報
告
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
新
納
資
料
」
の
調
査
に
関
し
て
は
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
の
中
田
智
則
氏
、
お
よ
び
茨
城
県
近
代
美
術
館
の
稲

葉
睦
子
氏
、
資
料
解
読
に
関
し
て
は
本
学
教
育
学
部
の
小
林
英
美
氏
の
協
力
を
得

た
。
記
し
て
謝
辞
を
表
し
た
い
。　

註（
1
） 『
新
納
忠
之
介
五
十
回
忌
記
念　

仏
像
修
理
五
十
年
』（
財
団
法
人
美
術
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院
、
二
〇
〇
三
年
）、
新
納
義
雄
「
日
本
美
術
院
に
よ
る
国
宝
修
理
―
明

治
三
十
年
代
の
彫
刻
修
理
を
中
心
に
」（『
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
の
岡
倉
天

心
・
研
究
会
』、
右
文
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、
西
村
杏
太
郎
「
岡
倉
天
心

と
文
化
財
保
護
―
美
術
院
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統
」（『
岡
倉
天
心
と
文

化
財
』、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

公
益
財
団
法
人
美
術
院
で
行
わ
れ
た
文
化
財
修
理
に
つ
い
て
は
『
美
術
院

紀
要
』
第
一
巻
〜
第
八
巻
（
公
益
財
団
法
人
美
術
院
、
一
九
六
九
年
〜

二
〇
一
六
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
） 

拙
著
『
岡
倉
天
心
の
比
較
文
化
史
的
研
究
―
ボ
ス
ト
ン
で
の
活
動
と
芸
術

思
想
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
三
〜
一
八
五
頁
。

（
3
） 

拙
著
『
洋
々
無
限
―
岡
倉
天
心
・
覚
三
と
弟
由
三
郎
』（
里
文
出
版
、

二
〇
一
七
年
）
一
七
八
〜
一
七
九
頁
。

（
4
） 『
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
所
蔵　

新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅰ
』

（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
六
年
、
以
下
『
新
納
忠
之
介

旧
蔵
資
料
目
録
』）、『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』（
茨
城
県
天
心
記

念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）、『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅲ
』（
茨

城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
）。

（
5
） “N

otes of A
d

d
ress D

elivered
 b

y M
r. O

K
A

K
U

R
A

 to th
e 

C
om

m
ittee on the M

useum
”,  O

kakura K
akuzo C

ollected E
nglish 

W
ritings 3, H

eibonsha, 1984, p. 360.

（
6
） O

kakura K
akuzo, “Japanese and C

h
inese P

aintings in th
e 

M
useum

”, O
kakura　

K
akuzo C

ollected E
nglish W

ritings 2, 

H
eibonsha, 1984, pp. 86-87.

（
7
） 

拙
論
「
岡
倉
覚
三
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
中
国
日
本
美
術
部
経
営
―
美
術
館

教
育
を
中
心
に
―
」（『
文
化
資
源
学
』六
、
二
〇
〇
八
年
）二
三
〜
三
五
頁
。

（
8
） 『
岡
倉
天
心
全
集
』
六
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
一
九
八
〜
一
九
九
頁
。

（
9
） 

同
右
書
、
二
〇
一
頁
。

（
10
） 

同
右
書
、
二
〇
四
頁
。

（
11
） 

同
右
書
、
二
一
四
頁
。

（
12
） 

同
右
書
、
二
一
六
頁
。

（
13
） 

松
本
楢
重
「
古
拙
翁
懐
旧
談
叢
」（
一
九
四
九
年
）（『
新
納
忠
之
介
五
十

回
忌
記
念　

仏
像
修
理
五
十
年
』、
財
団
法
人
美
術
院
、
二
〇
〇
三
年
）

九
八
〜
九
九
頁
。

（
14
） 

新
納
宛
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
書
簡
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術

館
所
蔵
「
新
納
資
料
」。

（
15
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
三
三
〜
三
三
四
頁
。

（
16
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
三
四
〜
三
三
五
頁
。

（
17
） 

松
本
註（
12
）前
掲
書
、
九
九
頁
。
文
中
の
「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
」
は
ア
ー
ネ
ス

ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、「
ビ
ゲ
ロ
ー
」
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ー
、「
モ
ー
ル
ス
」
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス

タ
ー
・
モ
ー
ス
、「
ロ
ー
ス
」
は
デ
ン
マ
ン
・
ロ
ス
を
指
す
。

（
18
） “D

epartm
ent of C

hinese and Japanese A
rt, ” M

useum
 of Fine A

rts 

B
ulletin 7, 1909, p.59.

（
19
） 

新
納
忠
之
介
の
日
記
、「
新
納
資
料
」。

（
20
） 
松
本
註（
12
）前
掲
書
、
九
九
頁
。

（
21
） 
新
納
宛
ロ
レ
ー
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
書
簡
、「
新
納
資
料
」。

（
22
） 

新
納
宛
ロ
ー
ラ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
書
簡
、「
新
納
資
料
」。

（
23
） 

新
納
宛
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
の
葉
書
、
お
よ
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び
新
納
宛
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
の
葉
書
、「
新
納
資

料
」。

（
24
） 
新
納
す
ま
宛
新
納
忠
之
介
・
岡
倉
由
三
郎
・
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー

の
葉
書
、「
新
納
資
料
」。

（
25
） 

註（
8
）前
掲
書
、
三
六
八
〜
三
六
九
頁
。

（
26
） 

日
英
博
覧
会
事
務
局　

辞
令
・
新
納
忠
之
介
宛
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠

之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』一
九
頁
に
資
料
の
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
27
） 『
岡
倉
天
心
全
集
』
七
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
六
二
頁
。

（
28
） 

新
納
宛
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
カ
ー
シ
ョ
ウ
書
簡
、「
新
納

資
料
」。『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
七
、三
八
頁
に
資
料
の
画

像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
29
） 

註（
27
）前
掲
書
、
二
四
九
頁
。

（
30
） 

イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
宛
新
納
の
手
紙
、
墨
書
、
英

訳
タ
イ
プ
稿
付
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
ボ
ス
ト
ン
公
共
図
書
館
所
蔵
。

こ
の
書
簡
に
は
英
訳
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
岡
倉
由
三
郎
か
富
田
幸
次
郎

が
訳
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
31
） 

新
納
宛
イ
ザ
ベ
ラ
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
書
簡
「
新
納
資
料
」。

『
新
納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
九
頁
に
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ

る
。

（
32
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠
之

介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
三
頁
に
註（
32
）〜（
34
）の
資
料
の
画
像
と
原
文

が
掲
載
さ
れ
る
。

（
33
） 

ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
宛
新
納
書
簡
「
新
納
資
料
」。

（
34
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。

（
35
） 

新
納
宛
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新
納
忠
之

介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
三
四
頁
に
資
料
の
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
36
） 

新
納
宛
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ク
リ
ー
ン
書
簡
「
新
納
資
料
」。『
新

納
忠
之
介
旧
蔵
資
料
目
録
Ⅱ
』
四
〇
頁
に
画
像
と
原
文
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
二
〇
一
九
年
六
月
二
日
受
理
）

〔
し
み
ず　

え
み
こ
／
所
員
・
本
学
全
学
教
育
機
構
准
教
授
〕




